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町
と
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
共
催
の
第
61
回
弟
子

屈
町
家
畜
共
進
会
が
６
月
７
日
、
弟
子
屈

町
家
畜
共
進
会
場
で
行
わ
れ
、
乳
牛
の
部

に
７
戸
の
酪
農
家
か
ら
31
頭
が
、
馬
の
部

に
は
７
戸
の
馬
産
農
家
か
ら
７
頭
が
出
陳

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
家
畜
共
進
会
会
長
の
德
永
町

長
が「
１
年
を
通
し
て
生
き
物
と
共
に
農

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
」と
あ
い
さ
つ
。乳
牛
の
部
で
は
小
さ
な

子
牛
か
ら
立
派
な
親
牛
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
牛
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。馬
の
部

で
は
、
大
き
な
馬
体
を
畜
主
が
自
在
に
操

り
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
人
と
馬
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は

観
客
も
含
め
て
全
員
で
焼
き
肉
を
囲
む
な

ど
、和
や
か
に
競
技
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■�

乳
牛
の
部

▽
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
メ
ド
ー
ブ

リ
ッ
ジ　

ア
ド
ベ
ン
ト　

ハ
ー
ト
ラ

イ
ン（
髙
橋
和
憲
さ
ん
所
有
）▽
リ
ザ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ
ッ
ト
グ

リ
ー
ン　

メ
イ
ン　

ダ
イ
ア
ナ（
江
上

和
彦
さ
ん
所
有
）▽
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン

ド　

セ
ン
ト　

ゴ
ー
ル
ド
ロ
イ（
吉
田

雄
貴
さ
ん
所
有
）▽
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
グ
リ
ー
ク
エ
ス

ト　

Ｒ
Ｏ　

ブ
レ
イ
ク
ド
レ
ー
ク

（
坪
井
秀
明
さ
ん
所
有
）

■
馬
の
部

▽
最
優
秀
賞
／
パ
ル
サ
姫（
長
谷
川
義

信
さ
ん
所
有
）

自慢の牛馬を競い合う

第61回弟子屈町家畜共進会

まちの観光と農業を考える

日本総合研究所の藻谷浩介氏が講演

　

町
で
は
５
月
31
日「
弟
子
屈
町
の
観
光

と
農
業
の
今
後
の
戦
略
」と
題
し
た
講
演

会
と
公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
弟
子
屈

町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
と
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
探
る
目
的
で
開
催
し
た

も
の
で
、約
１
２
０
人
が
参
加
。ベ
ス
ト
セ

ラ
ー『
デ
フ
レ
の
正
体
』の
著
者
と
し
て
知

ら
れ
る
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
席
研

究
員
の
藻
谷
浩
介
氏
を
講
師
に
迎
え
、
顧

客
満
足
度
・
質
・
付
加
価
値
な
ど
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
今
後
の
観
光
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進

行
役
）に
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
山
田
桂
一
郎
氏（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ　

Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表
）、

パ
ネ
リ
ス
ト

に
藻
谷
氏
、観

光
庁
国
際
観

光
政
策
課
長

の
柏
木
隆
久

氏
、木
暮
敏
男

摩
周
湖
観
光

協
会
長
、豊
島

洋
樹
摩
周
湖

農
協
参
事
を

迎
え
、今
後
の

産
業
振
興
に

つ
い
て
議
論
。

参
加
者
の
皆

さ
ん
も
熱
心

に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

左から山田氏、藻谷氏、柏木氏、木暮氏、豊島氏

聴衆を前に持論を展開する藻谷氏

　

摩
周
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

協
会（
渡
辺
昇
会
長
）の
皆
さ
ん

が
６
月
11
日
、
役
場
庁
舎
前

と
役
場
駐
車
場
入
り
口
の
花

壇
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
花
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、今
年
で
19
回
目
。18
人

が
参
加
し
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ

ア
な
ど
約
５
０
０
株
を
、
２

つ
の
花
壇
に
手
際
よ
く
植
え

ま
し
た
。

　

６
月
15
日
に
は
、
湯
の
島
自
治
会
と
役

場
管
理
職
会
の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
、
摩

周
温
泉
公
園
に
２
千
株
の
花
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。皆
さ
ん
が
利
用
す
る
公
園
を
き

れ
い
に
し
た
い
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、約
50
人
が
参
加
。あ
い
に
く
の
大
雨
の

中
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
を
手
分
け
し
て
植
え
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
に
は
、
日
の
出
自
治
会
の
皆

さ
ん
が
、
国
道
３
９
１
号
か
ら
摩
周
駅
前

に
向
か
う
交
差
点
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
花
壇

へ
の
植
栽
を
行
い

ま
し
た
。毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
約
20

人
が
参
加
。日
差
し

も
強
く
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
ベ
ゴ
ニ

ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
を
丁
寧

に
植
え
ま
し
た
。

花いっぱいのまちに

各地域で植栽活動

挑戦の夏が始まる

未来こども協議会による
アドベンチャーツーリング

　

弟
子
屈
町
未
来
こ
ど
も
協
議
会（
目
黒

厚
子
会
長
）主
催
の「
元
気
い
っ
ぱ
い
！
ぼ

く
ら
の
旅
！
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ン

グ
２
０
１
３
」へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

同
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
地
域
で
支
え
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
会
で
す
。ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
は
、
子
ど
も
た

ち
が
た
く
ま
し
く
育
ち「
人
間
力
」を
養
え

る
よ
う
に
と
企
画
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
３
回
目
。今
回
は
、小
学
校
１
～
５
年

生
11
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
８
月
６
日
か
ら
11
日
に
か
け
て

の
５
泊
６
日
で
、
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が
ら

の
自
転
車
旅
に
挑
戦
し
ま
す
。そ
の
前
に

４
回
に
わ
た
る
事
前
活
動
が
あ
り
、
ツ
ー

リ
ン
グ
の
コ
ー
ス
や
食
事
の
計
画
、
体
験

活
動
の
内
容
な
ど
も
子
ど
も
た
ち
で
決
め

て
い
き
ま
す
。12
月
に
は
、活
動
全
体
の
振

り
返
り
も
行
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
活
動
は
６
月
８
日
。ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
の
趣
旨
に
つ
い

て
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
が
自
己
紹
介
を
交
え
た
仲
間

づ
く
り
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
分
け
と
体
験
活
動
の
内
容

を
決
定
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、海
釣
り
や

海
水
浴
な
ど
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
６
月
29
日
。ツ
ー
リ
ン
グ
の

ス
タ
ー
ト
地
点
や
コ
ー
ス
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
月
は
19
日
～
20
日
に
町
内
で
、
キ
ャ

ン
プ
と
ツ
ー
リ
ン
グ
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

乳
牛
の
部
の
審
査

馬の部は走りも確認

フラワーマスター協会の花壇整備

湯の島自治会と役場管理職会の植栽

日の出自治会の植栽23

アドベンチャーツーリングの目的を再確認（上）
グループ分けなどについて話し合う（左）


